
本書には、1960年代から2009年までの県内の商工業、農林業、水産業に
関する資料609点を収載しました。この期間は、1950年代後半からの高度経
済成長に始まり、70年代の２度の石油危機と鈍化する経済成長、80年代の円
高の進行とバブル経済、そして90年代のバブル経済崩壊とその後の県内経済
の低迷という、まさに激動の時代でした。この時代の本県の産業・経済の歩みを、
多様な資料から明らかにしたのが本書です。本県の産業の発展経過を幅広く
みていくことで、県内に様々な産業が存在していたため、1960年代から今日ま
での持続的な成長が可能であったことが明らかになります。
例えば、高度経済成長期に石油化学工業の誘致を断念しても、これに代わる
在来産業や機械工業が発展したこと、産業の空洞化が進展する中でも、県内に
は消費財に関わる産業が立地していたことなどがあげられます。 また、自然環
境に恵まれ、農林業、水産業が様々な問題に直面しながらも成長し続たこともあ
ります。
また、付録として、１９８９年以降の本県の９５統計データをエクセルでCDに
収載しました。
「温故知新」。過去の出来事を詳らかにすることは、富国有徳の「美しい“ふじ
のくに”」を目指す本県の今後の進むべき道を明らかにすることでもあります。
是非、本書を手に取っていただき、今後の本県の成長を考えてみませんか。
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